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本稿では,15年戦争におけるビルマでの戦争を取 り上げる。特に,
争のうち最大の悲劇だったインパール作戦 を見 る。
日本の戦
1イ ンパール作戦 まで
1942(昭和17)年,日本軍はフィリピンのマニラを1月 に占領 し,2月 にマ
レー半島のシンガポール市を占領 し,オランダ領インドネシアのジャカルタ(当
時バタビア)を 占領 し,3月 にはほぼインドネシア全土を手中に入れた。
1942(昭和17)年,日本の第15軍(林)によるビルマ攻略は1月4日 に開始
され,同司令官 ・陸軍中将 ・飯田祥三郎が率いる4箇 師団は,ビルマに侵入 し,
10万人をこえる中国のビルマ遠征軍 とはげしく戦ったのち,3月8日 朝,首 都
ラングーン市を陥れた。ここは,援 蒋(蒋 介石を援助する)ビ ルマ ・ルー トの
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始発駅であった。その後,南 部ビルマの攻略を完了した。第18師団は,5月1
日,ビルマの古都マンダレーを攻略 した。その師団長は牟田口中将であった。
5月上旬にほぼビルマ全域 を占領 した。
同年6月 初め,日 本軍は,ア リューシャン列島のアッツ島,キ スカ島を占領
した。
こうして日本軍の大勝利 と思えた。しか しアジアで 日本軍が相手にしたのは,
主戦力がヨーロッパ中心の作戦 に投入されたために,多 くは本国から見離され
た植民地防衛軍であった。それはたいていの場合,質 がおち,規律がゆるんで
いた。
そ して日本軍は,1942(昭和17)年6月のミッ ドウェー海戦の敗北,1942年
8月か ら1943(昭和18)年2月のガダルカナル島の敗北を喫した。日本軍が守っ
ていたサイパン島が,6月 か ら7月 にアメリカ軍に占領 された。
東条英樹首相(1941年就任,44年辞職)は,1942(昭和17)年1-2月の議
会演説で,フ ィリピンとビルマは将来独立させる,と 語った。ビルマでは,日
本軍の指導下に独立運動家バー ・モウを長官 とする行政府が,昭 和17年8月以
来成立 して,日 本に協力 した。昭和17年11月1日,大東亜省が発足 した。「大
東亜政略指導大綱」が,1943(昭和18)年5月31日,御前会議で決定 された。
この方針に基づいて,独 立の準備にかか り,昭和18年8月1日,ラ ングーンで
独立式典が挙行 された。建国議会は,「ビルマ国は大 日本帝国を指導者 とする
大東亜共栄圏の一環として世界新秩序の創造に寄与せん」との独立宣言を発 し,
バー ・モウが国家代表に推薦された。
昭和18年11月5,6日,大東亜会議が開かれた。日本,中 国,満 州国,フ ィ
リピン,タ イ,ビ ルマが参加 し,陪席はインドだった。
日本の軍隊は,ア ジアでは南方総軍が最高指導部で,総 司令官は寺内寿一元
帥であった。その下のビルマの最高指導部は,ビ ルマ方面軍であ り,その下 に
第15軍(林)がある。その下に第15師団(祭)が入ることになり,第31師団(烈),
第33師団(弓)が あった。
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・第15師団(祭)師 団長 山内
E纂:1:1::弩:瀦()内 は,軍 の略称
ビルマか ら東部イン ドへ進出する企図は,以 前からあった。南方総軍はイン
ドへの侵入を考えたことがあって,1942(昭和17)年8月6日に計画を立案し,
大本営がこれに同意 した。そして第15軍(林)にその準備を命 じた。その飯田
軍司令官はお どろいた。陸軍中将 ・牟田口(む だぐち)廉 也師団長に聞くと,
困難だと答えた。第33師団長 ・桜井に聞いたが,や は り反対だった。そこで飯
田は南方総軍に再考をうなが した結果,大 本営 も中止 した。
1943(昭和18)年3月,ビ ルマ方面軍の司令官に河辺正三中将がな り,参謀
長に中英太郎中将が任官 した。第15軍(林)には,飯 田が転出したので,牟 田
口が軍司令官に任命 された。3月20日,佐藤幸徳中将は第31師団長になった。
彼は牟田口とは派閥が違っていた。牟田ロは皇道派だった。牟田口はイン ド侵
攻計画が大本営の発案だったことを知って,賛 成へ回った。
第15師団師団長は山内正文であ り,その参謀長に岡田菊三郎大佐が着任 した。
彼はその後す ぐ8月2日 に少将になった。他の師団,つ まり第31師団,第33師
団の参謀長は大佐だった。第15師団(祭)は 中国か らもってきた。これは,支
那派遣軍に属 していて,南 京を駐屯地にそてい。山内の第15師団は,昭 和18年
6月,第15軍に加入を命 じられた。初め,タ イで,タ イからビルマへゆ く自動
車道路 ・軍用路の建設に努めた。 これには,稲 田正純 ・南方軍総参謀副長 ・少
将がインパール作戦にこの師団を投入させないための意味もあった。牟田口の
暴走 を抑えようとして祭を取 り上げた。当時南方総軍は泰面(タ イ ・ビルマ)
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鉄道建設工事 を進めていた。稲田副長はチェンマイ ・トングウ道路の構築を考
えた。ビルマへゆ くはずだった祭師団=第15師団は,稲 田の計画でチェンマイ
へ移動し,道路構築に着手 した。だがこの道路 も実状無視の計画であった。祭
=第15師団が担当する道路建設では,南方総軍は,現 地を見ていない報告を信
用 した。ここはとて も工事ので きる所ではなかった。総軍内でも稲田に対して
批判 し,足 をひっぱる人ばか りになった。牟田口は,祭=第15師団の進出を催
促 した。臆病者 と言った。一方,山内は泰緬 自動車道建設に意欲を持っていた。
この第15師団 も南方軍か ら,6月17日,第15軍(林〉のもとに移った。山内師
団長は,牟 田口の参謀たちが粗雑な頭 しか持っていないことを知った。山内は
また牟田口に不信 を持った。山内は後に作戦中に病没する。
昭和18年6月下旬,イ ンパール作戦のための兵棋研究の会が持たれた。
1943(昭和18)年9月,牟田口を司令官とする第15軍(3箇師団を想定)の
もとで,イ ンパールを攻略する作戦が準備された。インパールはインドの東北
部にある国境の町で,ア ッサム州マニブールの州都である。当時,イ ンパール
はイギリスの前線基地だった。1942(昭和17)年8月以降,ビ ルマは日本軍に
占領されていたので,中 国向けのビルマ ・ルー トを失って以降,イ ンパールは
イギリスにとってはインドから中国向けの航空輸送基地であった。すでにアメ
リカは,中 国への援助物資の陸上輸送路の確保のため,中 国軍 ・在イ ンド英軍
と協力 してビルマを奪回する作戦を準備 していた。
昭和18年8月に,ま た,メ イミョーでの会議,イ ンパール作戦の兵棋演習が
あった。第15軍の木下高級参謀が示した。彼は作戦を起案 した本人だった。
この9月,東 条首相や大本営 もこのインパール作戦 に踏み切った。 しかし装
備の補充,兵 員補給の見通 しが不十分で,日 本はとくに制空権をすでに失って
いた。
東条大将は,偏 狭で人の好 き嫌いが強かった。陸軍次官富永中将は,見 識の
ない人事行政をした。 この2人 の気に入 らない人物は異動させた。稲田正純 ・
南方軍総参謀副長 ・少将がインパール作戦に反対 していた。彼はこの作戦の撤
回を,大本営 と東京に,東 条に求めたが,そ の結果 として10月1日,彼は転出
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させ られた。その後任は綾部少将であった。彼はインパール作戦に熱意をもっ
ていた。結局,イ ンパール作戦を抑制する者がいなくなった。寺内 ・南方総軍
司令官も早 くやれ と言い出した。牟田ロは,佐藤 ・第31師団長に意見 を求めな
かった。
河辺 は煮えきらない男だった。 ビルマ方面軍の片倉高級参謀は反対だった。
方面軍でただ1人 の反対者 になってしまった。
第33師団(弓)柳 田元三師団長はこの作戦に反対 した。彼が牟田口に,無 謀
だと説いて も,牟田ロはとりあげなかった。牟田口は蒙昧な神仏帰依者で,神
がかり的であった。「神雲 我 にあり,神様が必ず助 けてくれる」 と,柳田に返
答 した。牟田口は奇跡を信 じた。そのうち牟田口は,柳 田を嫌って遠 ざけた。
そ して柳 田に作戦を知 らせず,柳 田の参謀長 ・田中銑次郎大佐にすべてを伝達
した。第33師団長(柳 田)の 意見 も存在 も,無視 されるようになった。第15軍
(林)の参謀長 ・小畑信良少将は,後 方補給が困難だ と,作戦に真っ先 に反対
した。薄井,高 橋の参謀 も,小畑を支持 した。牟田口のお気に入 りの橋本参謀
もそうだった。牟田口に賛成したのは藤原参謀だけだった。だが牟田口は,昭
和18年5月18日付けで,小 畑 を満州に左遷 してしまった。小畑参謀長は,牟 田
口をよく知っていて,牟 田口は虚栄心が強 く,出世欲にとりつかれた人物であ
り,陸軍大将にな りたがっていて,だから是が非でもインパール作戦をやって,
その成功が必要であると思っていると,見 なした。小畑が反対 した時,そ の他
の人 も反対 した。小畑の後任である久野村桃代(と うだい)参 謀長は,八 方美
人で従順であった。牟田口は,気 に入 らないと,勝手きままをする手に負 えな
い感情家であった。
東条首相も,牟 田口の無鉄砲作戦で,も しか したら勝てるかもしれない,そ
うすれば,人 気 と敗勢を一気 に挽回できる,と考 えた。大本営は初め準備不足
や時期尚早を理由にして,イ ンパール作戦を許 さなかった。 しか し日本軍の情
勢が悪化 し始めると,ど こかで華々しい戦果をあげる必要が出て きた。 これが
インパール作戦 を認めた理由であった。
インパールに達するには,日 本軍がいうアラカン山系を通過しなければなら
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ない。これはヒマラヤ山脈の続 きである。ビルマ,イン ドの国境に南北にある。
山間部の直線距離だけで も100キロメーターもあった。また高山地帯であった。
作戦は,3週 間でインパールをとるというものだった。 しか しインパールに
到達するだけでも3週間かかるはずだった。それに,イ ンパールに行ってから
どのように攻撃するのかは,作 戦が決っていなかった。後方補給計画が問題に
なった。だが解決はされなかった。牟田ロの作戦が無謀であると参謀たちは分
かっていた。片倉高級参謀 も反対だった。
速 くインパールに達するために,牟 田口は,軽 装奇襲の方針を持った。 しか
し3000mの高峯 を越 えるのに,軽 装備 とは無理だった。牟田口の方針 は,糧
抹は20日分,そ の後は現地で自給 し,後 方補給に頼 らない,砲 は少な くする,
すべてではないが鉄兜も持たない,と いうものであった。まるで裸で飛び込む
ようなものであった。当時の日本軍は補給は自足せ よという方針で,つ まり敵
か ら食糧 を奪えというものだった。その上,第33師団(弓)・ 田中参謀長は,
敵情は分からない,と いうのだった。牟田口と田中参謀長以外,ほ とん どの部
隊長はこの作戦に否定的だった。牟田口は,ワ ンマ ンであってもシンがなく,
感情家にすぎなかった。
昭和18年10月以来,連 合軍の空襲が盛んになった。 ビルマ方面軍は,飛 行機i
の重要性に気づかなかった。かつてマ レー戦で 日本軍は勝ったのだが,日 本が
制空権を持っていたか らであった。ビルマでは制空権はまだとれていなかった。
それなのに,牟 田ロも飛行機の役割が分からないのだった。軍人の多 くは,と
くに陸士出身は,楠 正成 と正行の行動を模範としていた。
1943(昭和18)年10月初め,中 国 ・ビルマ国境での作戦は一応成功 した。10
月末に北部でインドか ら侵攻 し,ア メリカ式装備を持った中国軍 との戦闘は苦
戦であった。連合軍はインパール方面でも中国南部国境でも兵力 を増強 してい
た。
牟田口は,ア ッサム(鉄道)進撃 を本来希望 していた。日本軍は違っていて,
それを認めなかった。牟田口はしか しそれを諦めたのではなかった。そのため .
後に彼は,無 謀なディマプール攻撃を命 じることになる。
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日本軍第15軍(林)の司令部は,メ イミョウに置かれていた。ビルマでの最
高司令官は南方軍 ・河辺正三中将 ・司令官である。 日本軍が不利なことを彼は
知っていた。 しか し牟田口が東条の直系で,秘 蔵子なので,牟 田口に反対 しな
かった。それに河辺は気が弱 く,牟田口を押え切れなかった。また牟田口と親
しかった。河辺が,東 条から侵攻計画 を聞かされて,心 にもない侵攻作戦を主
張 したと,牟 田口は後に言う。
第15軍(林)の新年宴会に芸者が きた。第15軍(林)は牟田口の独裁になっ
た。第15軍(林)・久野村参謀長は,牟 田口にかしこまって従 うだけの人だっ
た。硬骨漢は,牟 田口にことごとく放逐 されてしまうのだった。
昭和19年1月4日,東 京の参謀本部で綾部(南 方軍参謀部副長)が,「寺内
総司令官以下,本作戦には確信がある。」と報告 した。稲田時代と違っていた。
参謀総長は杉山元だった。河辺は,牟 田ロの顔を立ててやって くれ と言い,杉
山元帥以下は,人情論で,や らせてやって くれ,と 言う。大作戦をそんなこと
でや らせてもよいのだろうか。大本営は,昭 和19年1月7日,イ ンパール作戦
を認可 した。「大本営か ら軍司令部 にいたる,大 軍の統帥,作 戦指導などは,
全 く前線の事情を無視 した,机 上の,こ どもの作文,戯 画 にひとしい」「大部
分は巧名心 のもとに,部 下 を無用 に督戦 して損害のみをだ した ものが多かっ
た。」(佐藤)
昭和19年2月4日,日 本軍は陽動作戦 として西ビルマ海岸アキャップ地区か
ら戦闘を始めた。牟田口司令官は,シ ンガポール戦,ビ ルマ戦 と戦 ってきた人
だった。彼はイギリス軍が弱いと見ていた。2月9日,英 ・インド軍は,シ ス
ヴェア盆地で日本軍に包囲された。日本軍の伝統的戦術であって,こ れで日本
軍は勝つはずであった。 しかし英軍に円筒陣地を作 られて,負 けてしまった。
つ まり英軍は円形の陣地をとり,そ こへ膨大な武器 ・弾薬 ・食糧を飛行機で運
んだ。英 ・インド軍はそのため陣地を保った。この作戦を日本軍は学ぶべ きだっ
た。
第5飛 行師団の師団長は田副登で,参 謀長は鈴木京大佐であった。田副登 ・
師団長 ・中将が,イ ンパール作戦に反対 しに,牟 田口のところへ行った。牟田
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口は,飛 行機 はい らない,そ の代わ り牛 と羊 と焼いた飯 を軍隊に持たせると,
答えた。途中で牛 と羊を殺 して食べうというのだった。ジンギスカンの戦法 を
学んだ という。 しかしそれは古い草原での戦い方だった。
このころ日本本土で,東 条首相は,陸 相,参 謀総長を兼ねた。 これは彼が権
力の亡者になったことであった。その上,時 期は違 うが,文 相,商 工相,軍 需
大臣をも兼務 したことがある。
問題は,ビ ルマやインドでの毎年の5月 から9月 の雨期だった。そこでギリ
ギリの1944(昭和19)年3月8日 に,イ ンパール作戦が開始された。暦の大安
吉 日を選んで攻撃を開始 し,国家的祝 日=天長節を期 して敵地で入城するとい
うのが,牟 田口の方針だった。 このため,雨 期 に入 り込んで しまうのだった。
出撃が遅かった。
柳田 ・第33師団長は,イ ンパール作戦の中止を電報で牟田口に要請 した。牟
田口は烈火のごとく怒った。その後,柳 田師団長が追撃を怠ったという非難が
されることになる。だがそのような事実はなかった。牟田口に反論したのはま
ず2人 だった。あ とは面従腹背 し,思 うことが言えなかった。
牟田口は,「敵は支那軍 より弱い」 と言った。牟田口はシンガポールとビル
マで勇名を知 られていた。彼は,敵 が捨ててい く糧食をあてにしていた。
山内正文 ・第15師団長は,は じめインパール作戦を楽観 していた。この師団
は,南 京で駄馬部隊 駄馬 とは,馬 で荷物を運ぶこと か ら車両部隊に編
成替えをさせ られた。 これで戦力が増強 した。しか しビルマか ら出発すること
とな り,逆に駄馬部隊に編成され直されることになった。それで戦力 は半分に
なった。だか ら大本営は,こ れをビルマ戦に使わないはずだった。 しか し急拠
使 うことになった。このことは,大 本営がまともに作戦を考えていなかった証
拠である。またこの師団は大砲はもって行けな くなった。第15師団の岡田参謀
長は困って,砲 を要求 したが,来 たのは山砲で,三 一式であった。つまり明治
三一年の砲であった。 これは,日露戦争の時にすでに旧式になっていた。これ
で大平洋戦争 を戦うのであった。食糧を運ぶのが大変になった。それに牛2万
頭の約束なのに,牟田ロは集めなかった。師団独 自で千頭の牛を集めた。武器 ・
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糧食を馬で運ぶのだが,馬 と装備 を集めるのが大変であった。牟田口は突入 を
考 えるだけで,装 備は考えなかった。
3人の師団長と牟田口とは,作 戦開始以前に感情が離反 していた。
2イ ンパール作戦開始
牟田口は,第33師団(弓)に 出撃命令をだした。この師団の本来の定員は1
万5千 万人だったが,参加者は23139名であった。牟田ロは補充は考えなかった。
第31師団長 ・佐藤は,補 給 をしてくれなければ,戦 線から撤退 して帰ってしま
お うと決意 した。日本軍は,チ ンドウイン河を渡 り,イ ンパールは三方か ら攻
略することになった。第31師団(烈)は,北か らインパールへ向か うこととなっ
た。出発の際,牟 田ロは佐藤 にディマプールまでゆけと依頼 したが,佐 藤はそ
れを断わった。ディマプール攻略は日本軍の作戦に含まれていなかったのであ
る。
インパール作戦は,「う号」作戦 と言った。 日本軍約10箇師団 対 米英中
連合軍約25から30箇師団の全 ビルマでの戦いは始 まった。連合軍はすでにイン
パール作戦 を知っていた。3月15日,第31師団(烈)は 渡河 した。チンドウイ
ン河を牛 も渡河させ,大 損害 を出 した。牛の半分が流れて,死 んだ。チャン ド
ラ ・ボースのインド国民軍 もここに入った。渡河後,ジ ビュー山系に入ってか
ら,苦難 と悲惨が極限に達 した。第31師団(烈)は アラガンの嶺 に向かった。
7278高地 まで,道 は険 しかった。上部の軍人はこれを知 らなかった し,来たこ
ともなかった。この師団は,足 手まといになって牛を捨てた。だか ら,何のた
めに牛を連れて きたのか分からなくなった。反笏動物である牛は,速 く進めな
かった し,険 しい山を歩けなかった。
第15師団(祭)も チンドウイン河を渡った。敵の背後へゆく作戦だった。こ
の時,連 隊砲が運べないので,半 分残 して行 った。山砲は分解 してもっていっ
たが,分 解できない砲はもって行 けないのであった。
第31師団(烈)は コヒマへ向かった。
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第33師団(弓)が 向かう所は,イ ンパールの南であった。北 ビルマ連合軍空
挺兵団が降下 して拠点を占領 し,北部の米中軍 も日本軍の拠点を奪い始めた。
空挺部隊は強力なものであった。大量の兵士をグライダーで運び,武 器弾薬食
糧 を速 く大量に輸送 した。日本軍は,軽装奇襲の方針で,強引な戦いを始めた。
激戦となった。インパールに向かう日本軍は,険 路をこえて進撃 した。ウクレ
ル,サ ンジャック,コ ヒマで激戦をし,4月7日,第31師 団(烈)は コヒマを
占領 した。 これは英軍が少なかったか らである。 日本軍の相手は,英 軍第四軍
で軍団長はスクー ンズ中将である。コヒマ攻略は作戦に違反 していた。その上,
4月8日,牟 田口はディマプール突撃を命 じた。河辺はこれを撤回させた。英
軍は,コ ヒマに対 して兵 を増加 した。日本の先頭部隊は4月 初め,三 方か らイ
ンパール盆地に侵入 した。イギリス軍は反撃 した。約1000機の爆撃機が 日本軍
の昼間の活動 をさせな くさせた。地上では,重戦車,重砲,装 甲車で攻撃 した。
日本軍は食糧 と弾薬の補給が切れた。軽武装で夜間突撃 をするだけだった。イ
ギリス軍は円筒陣地をつ くった。前面に鉄条網 をはりめぐらし,その後方に戦
車,装 甲車,重 機関銃を隙間なく配置し,円形陣を作った。食糧 と弾薬の補給
はすべて飛行機か ら落下傘で行なった。包囲した日本軍が破れ去っていった。
戦争の方法が代わっていたのだ。これに対 して日本軍は,日 露戦争以来の白兵
突撃を繰 り返 した。文明と狂信 との戦いであった。アメリカはいつ も武器 ・戦
術を改良 した。 日本は旧式のままだった。 日本は,特 に牟田口は,精 神力で勝
つ気だった。 日本軍は,夜 襲と肉弾突撃をした。戦死者が続出 し,食糧弾薬が
つ きた。日本軍には補給がなかった。牟田口は,天 長節までにインパールを攻
略せ よと命令 した。
牟田口は,「わ しには神様がついている1」 といい,攻 撃 を止めなかった。
彼も偏狭で頑固であった。 こういう独裁的で非科学的で精神主義的な指導者が
いるかぎり,戦争の勝ち目はなかった。また牟田口には戦況が知 らされていな
かった。幕僚が不利な戦況 を報告すると,怒 ってどなりつけた。そこで部下は
実状を報告 しなくなった。牟田口が命令を出す と,不可能なことであっても,
部下は反対 しなかった。恐れたか らだった。 しかし命令は実行 されなかった。
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牟田ロはまことに指導者として不適格であった。
トンザ ンで,柳 田師団長は進撃中止の意見 を具申した。インパールの前にビ
シェニール攻勢が命 じられ,第33師団(弓)は,そ こを奪ったが,す ぐ奪回さ
れた。
コヒマで激戦が続けられた。だがコヒマが奪 われた。そこで第31師団(烈)
は一時後退 した。第15師団はインパールへゆけなかった。第15軍(林)から第
31師団(烈)に,補 給できなかった事情を説明しにきた。攻撃の右翼 を担当し
た第31師団長 ・陸軍中将 ・佐藤幸徳は,補給がなければ留まれない と報告した。
第15軍(林)は,し か し命令だけは出 し続けた。各師団は弾薬 ・食糧がつ きは
てた。牟田口 ・軍司令官は判断力がな くなっていた。インパール地方,マ ラカ
ン山系に雨期が始 まった。イン ドの雨期のひどさを指導部は知 らなかった。計
画は無謀過 ぎた。粗雑な参謀長が,師 団長を無視 して兵隊をむざむざ犬死させ
たのである。だが牟田口らは,兵 隊を殺すことを何 とも思っていなかった。計
画は中止すべ き時期 にきていた。それなのに牟田ロはインパール作戦 を決行す
る決心をした。 ビルマ方面軍,南 方軍,大 本営 も,中止させなかった。
第31師団(烈)は,5月 末コヒマを放棄 した。
大本営か ら秦 ・参謀次長 も偵察にやって きたが,も うとてもだめだという判
断だった。だが東条の前では,「成功の公算低下 しつつあ り」 と報告をし,そ
れで もそれを東条首相は怒った。東条は,自分の気 に入 らない報告は認めなかっ
た。東条は続行を訓令 した。このころ彼は本国で,竹 槍訓練 を命 じた。何 と,
戦車 ・爆撃機の時代 にであった。東条は,陸 大主席 という,ペーパー ・テス ト
は優れていたが,頭 が古 く,視野が狭 く,頑固であった。東条の判断の誤 りに
は,自 由イ ンドの指導者チャン ドラ ・ボース(1897-1945)が日本にイン ドへ
の進撃を勧めていたことにもあった。チャンドラ ・ボースは,初 めガンディー
の指導下に反英非協力運動 をしており,会議派の議長までしたが,ガ ンディー
と対立 し,会議派 を除名 された。そして第2次 大戦でインドか ら出国し,ド イ
ツ ・日本か らのインド解放 を叫んだ。1943年,日本政府の庇護の下に,シ ンガ
ポールで自由インド仮政府 を樹立 した。彼はインド国民軍を組織 して,日 本軍
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のインパール作戦に参加 したのだった。
作戦続行の訓令をみて,第31師団長 ・佐藤は怒った。佐藤の師団は原住民か
ら籾を徴収 した。それを何の価値 もない軍票で籾を買った。民心は 日本軍 を離
れた。佐藤 は,5月31日いっぱいで撤退すると,決意した。このままでは全滅
のほかないと,独 断で退却を命 じた。だがコヒマ撤退の準備は難しかった。傷
病兵が多かったからである。牟田口は,佐 藤の部隊すべてをコヒマにあててい
た。第31師団(烈)は コヒマ戦線 を撤退 した。兵力は3分 の1に なっていた。
豪雨がやってきた。兵は栄養不足 と疲労で倒れた。ほとんどが傷病患者であっ
た。糧食のあるはずのカラソムについたが,そ こに糧食が輸送 されていなかっ
た。ウクルルに行ったが,そ こにもない。サンジャックに集結 を命 じられてい
たが,6月20日,佐藤の師団はフミネに向かった。 これは抗命になるはずだっ
た。
コヒマを取 ったことによって,コ ヒマ ・インパール街道が全通して,英 軍の
勝利が決 まった。牟田口は,ウ クルルへの転進を命 じた。
この とき,祭 ・第15師団長 ・陸軍中将 ・山内正文 と第33師団長 ・陸軍中将 ・
柳田元三が,急進撃の命令を不履行 を理由として,牟田ロは,2入 を罷免 した。
山内師団長は,第15軍(林)の混乱 した命令を正直に実行 していた ら損害 を出
すばか りだと,書 いた。5月16日,柳田は解任された。田中信男が新 しく師団
長に任命 された。田中は牟田口に鼓舞されていた。6月6日,牟 田口は山内師
団長の更迭 を要求 した。
第15軍(林)の久野村 と,薄井が,佐 藤の第31師団にきた。久野村は山内解
任の使者だった。これを佐藤師団長に言わなかった。久野村はインパール作戦
命令 をもって佐藤を訪れたのだった。佐藤はそれに反対 した。久野村は佐藤 と
会談した後,急 に司令部へ帰った。薄井だけを第15師団(祭)の 山内に向け,
彼は解任通告 を山内に渡 した。柳 田の解任に続いたものだった。山内師団長は
結核で倒れていた。彼の病気は第15軍には知らされなかった。新師団長に柴田
卯一中将がなった。 しか し彼は自軍の状況 を聞こうとしないのだった。
佐藤の軍,第31師団は,フミネに着いた。そこにはたった2日 分の食糧があっ
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た。途中,将 兵は空腹と病気で倒れた。 この大アラカン山系で,3つ の師団が
同 じように,日 本兵の死骸に膨大なよって,白 骨街道をつ くった。佐藤軍は次
にミンタに向か う。
撤退 したことで牟田口司令官の怒 りをかって,佐 藤は師団長を罷免させ られ
た。7月9日 だった。宮崎少将が佐藤に代わった。 しかし佐藤のこの撤退の決
断によって1万 人の生命が救われたのである。佐藤師団長は,第15軍(林)が
弾薬糧食を全 く補給 しないのを怒ったのだった。 日本の陸軍史の異常事態だっ
た。 コヒマからの撤退は,牟 田口によって初め禁止されていた。だが佐藤は敢
行 した。撤退は予想外の大事件であった。牟田口はびっくりした。 しか しまず
認める形をとった。
兵が餓死 している時,あ る将校は竹槍 を作って闘えと言った。牟田口はそれ
で もインパールを攻撃せ よと命 じていた。彼は陣地を死守せ よ,と言 うが,そ
れは犬死 にであった。
ビルマ方面軍の参謀 ・後小佐 も作戦中止の努力 を続けた。生き残った兵士は,
佐藤閣下が我々を助けて くれたと,言 う。
作戦をやめる機会はあった。その時,河 辺も牟田口も,二 人で黙っていた。
察知 してもらいたかった。 しかしやめなかった。いうべ きことを言わず,相 手
の顔を伺っていた。
牟田口はでたらめな,全 く無意味な命令を出 した。参謀が実行できないと言
うと,と にかく出すだけ出 しておけ,と 言 う。事情を説明しようとしても,全
く聞こうとしない。こうしてでた らめな命令が乱発 された。牟田口は,すぐに,
軍法会議にかけろ,抗 命罪にしろと,ど なりつけた。牟田口は遥拝所 をたて,
早朝30分以上,大 声 で祝詞(の りと)を叫び,神 たのみをした。神たのみ以外
の策が彼にはなかった。道徳の欠如からくる退廃であった。英インド軍は,コ
ヒマ ・インパール道を奪った。これで日本のインパール作戦は敗退 したのであ
る。
河辺はこれを南方総軍に報告 し,南方総軍は大本営に伝えて,イ ンパール作
戦中止の許可を,7月2日 に得た。牟田口は山内師団長を解任 し,柴 田卯一中
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将が後任 となった。7月5日 に佐藤師団長を解任 したが,佐 藤は,新 旧師団長
の事務引継 もさせ られずに,方 面軍司令部付 となった。三師団長全員の首が飛
ぶ という,戦 史上まれにみることがおきた。戦争中に師団長を更迭するのは無
謀であった。士気に影響するのである。佐藤師団長は軍司令部に向かった。 し
か し牟田口は彼に会わなかった。
三師団長解任は,根 本的には敗戦の責任をとらされたことである。山内の病
気は重い肺結核であったが,第15軍は知 らなかった。病名は本人にも知 らされ
なかった。
7月5日,方 面軍は,イ ンパール作戦の中止を第15軍(林)に命 じた。方面
軍司令部はラングーン大学内にあった。第15軍(林)はしかし,即 決しなかっ
た。7月10日ついに作戦中止令が出され,総 退却がはじまった。食糧の補給が
ゼロで,将 兵は,泥 沼の密林 を300から500キロ戻った。彼 らはほとんど,マ ラ
リア,脚気,ア メーバ赤痢にかか り,傷 口にうじ虫をわかせ,激 しい雨にうた
れた。遺体には蝿が密集 した。河川が氾濫 し,道路が崩壊 した。帰れな くなっ
た兵は自爆 した。敗走兵は追撃された。8月2日,北 ビルマの ミッテナは連合
軍におちた。太平洋戦争で最 も悲劇的な場面が展開された。帰れた者 も,栄養
失調の半病人ばか りであった。)
インパール作戦の失敗は,満 州事変以来,軍 の行動が調子 よく進んだので,
上部の人が慢心 し上がったことにあった。ビルマ緒戦が想像以上に上首尾に運
んだので,の ぼせすぎ,神 がか りとなった。
牟田口の戦法はこうだった。彼の訓示から示そう。「皇軍は食 うものがなく
ても戦いをしなければならないのだ。兵器がない,や れ弾丸がない,食 うもの
がないなどは戦いを放棄す る理 由にはな らぬ。弾丸がなかったら銃剣がある
じゃないか。銃剣がな くなれば,腕で行 くんじゃ。腕 もなくなったら足で蹴れ。
足 もや られた ら口で噛みついて行け。 日本男子には大和魂があるということを
忘れちゃいかん。 日本は神州である。神 々が守って下さる。毛唐の奴ばらに日
本が負けるものか。絶対に負けやせん。必勝の信念 をもってやれ。食物がな く
ても命のある限りや り抜 くんじゃ。神州は不滅であることを忘れちゃいかん。」
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(高木 『抗命』249ペー ジ。)
第15軍(林)は慰安所 をもち,参 謀たちはそこにそれぞれ女をもち,自 分の
女性に送金 していた。
アキャップ方面で も後退が始まり,北部ビルマもおちた。 ここで も兵力の大
半を失った。以後連合軍は,じ りじりと日本軍占領地を奪回し始めた。牟田口
は砲声が近 くなると,予 定より早 く移動 した。
3結 果
退却完了日は11月25日で,作 戦参加兵は約10万人,死 傷者は7万2千 人,生
還者は2万 数千人であった。一方の説によれば,3万 人が死に,2万 人の患者
が後方に残 り,残存兵力は5万 人で,そ の大半は病人とも言われる。途中,兵
の蒸発 と消滅が しきりに起 きた。インパール作戦は5カ 月続いた。1944(昭和
19)年1月か ら1945(昭和20)年8月まで,ビルマ方面の兵力は,陸上30万3501
人,航 空 ・船舶約3万 人だったが,生 還者は陸上11万8312人,航空 ・船舶1万
5千人 となった。烈師団は,参加者23139名,死者11500名,弓師団は参加者22376
名,死 者12500,祭師団は参加者20548名,死者12300名であった。師団の定員
はふつう,1万5千 人だった。
インパール作戦後,河 辺は大将に昇格 した。河辺がす ぐやったことは,自分
の名刺に大将 とい う肩書きを刷 らせることだった。
牟田口は,佐 藤師団長を,精神異常になったと捏造 しようとした。佐藤に敗
戦の罪を着せ られるからであった。 また佐藤に抗命があったことを陰謀で作 り
あげようとした。抗命罪にひっかけようとしたのだ。加えて,久 野村が軍司令
部に正 しい報告 を行わず,佐藤が不利になるような悪意の報告がなされていた。
第15軍は佐藤を神経衰弱に したてようとした。牟田口の陰謀だった。敗戦の罪
を佐藤にかぶせ ようとした。つまり佐藤が精神異常 となり,抵命 したというの
である。抗命がルンションの会議でおこったことになっていた。佐藤は,軍 法
会議へは不起訴 となった。牟田口は,自 分の考えに反対するものをす ぐ軍法会
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議にかけて処罰 したがるクセがあった。 しか し将官にたいする裁判は高等軍法
会議の所管だった。実際は佐藤は,捜 査で,過 労のため心神喪失の状態にあっ
たと判断 され,軍 法会議に出されなかった。抗命罪は,死 刑,無 期または10年
以上の禁固であった。軍法会議で佐藤が牟田口や第15軍の不利なことを暴 き立
てては困るので,佐 藤を精神異常 にしたてたのだった。この陰謀に河辺 も荷担
した。佐藤は牟 田口を 「悪賊」 としている。IO月,河辺,牟 田口は,参 謀本部
付 きとなって内地に帰った。牟田ロは自分は切腹するべ きだろうかと,相談 し
た。彼は死ぬつもりは毛頭 なかった。思いとどまる言葉 を期待 していただけで
ある。久野村,中 は,更 迭されたが,昇 進 した。人事異動ではほとんどが栄転
した。佐藤は内地へ戻って真相を知 らせようとしたが,予備役 とさせ られ,ジャ
ワへ転勤 となった。師団長の任免は一応必ず天皇に報告する義務があったが,
真相暴露を恐れた者が策動 したのである。当時は陸相は杉 山で,参 謀総長は梅
津であったが,佐藤の内地帰還を嫌 った。佐藤は1961(昭和36)年に病死 した。
事実上は,反 対に牟田口の方がむしろ精神異常であった。
4そ の後 の経過 、
インド・中国をむすぶ大輸送路,レ ド公路が,1945(昭和20)年1月23日に
実現 した。日本の敗戦は,イ ンパールに負けサイパンを失った1942(昭和17)
年7月 に決まった。この時期,ニ ミッツ大将の太平洋艦隊がマリアナ群島に上
陸し,サ イパ ン島で1944(昭和19)年7月16日に全員が死んだ。サイパ ン島は
B29のための足場になった。インパール作戦で国民の士気 を高めようとした東
条内閣は7月18日総辞職 した。東条がやめて,杉 山,梅 津の時代 になって,陸
軍はます ます退廃 した。インド解放などという大作戦を1人 の軍司令官に任せ
て,方 面軍か らも総軍か らも1名の参謀 も派遣せず,実 効のための支援策は何
一つとられることはなかった。
18 商 学 討 究 第56巻第1号
結 論
牟田口はいかに自己の保身をはかったか。彼はしつこく中央部に書簡を出し
っづけた。彼は,名誉心,出世欲がきわめて旺盛であった。彼は1966(昭和41)
年に病死 した。
大本営,南方総軍,ビルマ方面軍,第15軍(林)という 馬鹿の四乗がインパー
ルの悲劇 を招いた。3人 の師団長にすべての責任 を転嫁 して,知 らぬふ りをし
たのだった。大東亜戦争の作戦全部がこのような無責任な指揮の もとに行われ
た。これが保身派の連中が とった作戦の基本であ り,その後始末 もまた無責任
に行われた。インパール作戦は全 く必要なく,無意味なものであった。悲惨を
もた らしたものは,軍の首脳や指導者の無責任だった。憎むべ きは戦争でなく,
それを計画 した入である。罪は戦争でな く,その人々の無責任である。指導者 ・
将校が戦争の罪悪を言ってはならない,と 高木は言う。
私の結論 はこうである。陸軍大学校で勉強だけして,実 際 には戦ったことも
な く,自分は安全地帯にいて,現 地で愛人を持ち,芸 者を抱 き,出世 と保身 し
か考えず,責任 は取 らずに部下に転嫁するという,そういう高級官僚(=将軍)
が指導すれば,戦 争は負けるだろう。
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